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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による経済政策により、株価の回復や企業の設備投資

の増加、雇用情勢の改善が進む等、景気は緩やかな回復基調で推移しております。一方では消費増税後の個人消費

の落ち込みの長期化や、海外景気の下振れ等のリスクもあり、先行き不透明な状況にあります。当社を取り巻く不

動産業界におきましても、政府・日銀による経済政策を背景に、一部地価の上昇等持ち直しの動きを見せ、不動産

の流動性に関し活性化の兆しが高まっております。

 このような状況のもと、当第３四半期累計期間において、当社では、不動産賃貸事業及び不動産管理事業に経営

資源を集中し、不動産の効率的な活用・管理をすることにより、安定した収益の獲得を図り、当社の収益基盤の強

化を目指しました。また、その他事業においては、不採算事業である不動産インターネットビジネス事業からの撤

退をし、新規事業としてＬＥＤ事業を展開し、新たな収益確保を図りました。さらに、当社の成長基盤となる新規

収益物件の確保及び開発用地としての不動産の取得を通じた収益基盤の強化を着実に邁進するため、平成26年12月

12日付で株式会社ドンキホーテホールディングスに対して第三者割当による転換社債型新株予約権付社債及び新株

予約権の発行を行いました。

 その結果、当第３四半期累計期間における業績は、売上高98億７百万円、営業利益40億39百万円、経常利益33億

72百万円、四半期純利益29億２百万円となりました。

 なお、第２四半期累計期間から四半期財務諸表を作成しておりますので、業績の状況における前年同期との比較

に関する事項についての記載を行なっておりません。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期会計期間末における総資産は897億50百万円（前事業年度末比309億90百万円の増加）となりまし

た。主な要因は、建物及び構築物（純額）の増加151億87百万円、土地の増加94億74百万円、現金及び預金の増加

54億72百万円等であります。

 当第３四半期会計期間末における負債は830億53百万円（前事業年度末比280億29百万円の増加）となりました。

主な要因は、転換社債型新株予約権付社債の増加250億円、債権流動化に伴う支払債務の増加149億53百万円、社債

の増加20億円、長期預り金の増加18億24百万円、借入金の減少180億円等であります。

 当第３四半期会計期間末における純資産は66億96百万円（前事業年度末比29億60百万円の増加）となりました。

主な要因は、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加29億２百万円であります。

 以上により自己資本比率は前事業年度末の6.4％から7.4％となりました。

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の業績予想につきましては、平成26年７月22日に公表いたしました予想に変更はありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,211 9,683 

売掛金 225 126 

預け金 871 273 

未収消費税等 1,399 453 

繰延税金資産 1,145 1,475 

その他 896 1,508 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 8,748 13,520 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 30,626 45,813 

土地 18,491 27,965 

建設仮勘定 257 1,011 

その他（純額） 2 5 

有形固定資産合計 49,378 74,796 

無形固定資産 105 8 

投資その他の資産    

投資有価証券 0 900 

差入保証金 441 393 

その他 86 132 

投資その他の資産合計 527 1,425 

固定資産合計 50,011 76,229 

資産合計 58,760 89,750 
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    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 1,500 1,500 

1年内償還予定の社債 - 140 

債権流動化に伴う支払債務 4,296 6,987 

未払金 671 1,315 

未払法人税等 59 243 

その他 931 1,169 

流動負債合計 7,458 11,355 

固定負債    

長期借入金 18,000 - 

社債 - 1,860 

転換社債型新株予約権付社債 - 25,000 

債権流動化に伴う長期支払債務 25,294 37,556 

長期預り金 4,004 5,828 

資産除去債務 245 1,100 

繰延税金負債 18 353 

その他 3 - 

固定負債合計 47,566 71,697 

負債合計 55,024 83,053 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,097 4,097 

資本剰余金 2,290 2,290 

利益剰余金 △2,651 251 

自己株式 △0 △1 

株主資本合計 3,736 6,638 

新株予約権 - 58 

純資産合計 3,736 6,696 

負債純資産合計 58,760 89,750 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

  （単位：百万円） 

 
当第３四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

売上高 9,807 

売上原価 5,537 

売上総利益 4,269 

販売費及び一般管理費 230 

営業利益 4,039 

営業外収益  

受取利息及び配当金 144 

その他 6 

営業外収益合計 150 

営業外費用  

支払利息 261 

債権流動化費用 467 

その他 88 

営業外費用合計 817 

経常利益 3,372 

特別利益  

抱合せ株式消滅差益 13 

その他 0 

特別利益合計 14 

特別損失  

課徴金 119 

事業撤退損 91 

その他 28 

特別損失合計 238 

税引前四半期純利益 3,147 

法人税、住民税及び事業税 249 

法人税等調整額 △4 

法人税等合計 244 

四半期純利益 2,902 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  不動産賃貸事業 不動産管理事業 その他事業 
調整額 
(注)１ 

四半期損益 
計算書計上額 

(注)２ 

売上高          

外部顧客への売上高 8,088 1,587 130 － 9,807 

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計 8,088 1,587 130 － 9,807 

セグメント利益 3,875 211 61 △109 4,039 

（注）１． セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用109百万円が含まれてお
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

２． セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
３． 第２四半期累計期間から四半期財務諸表を作成しているため、前第３四半期累計期間については、記

載をしておりません。
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